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研究成果の概要（和文）：本研究では、学習動機づけを促す環境要因について、これまでわが国では十分に検討されて
いない教師の役割に注目し、目標理論に基づいた実証的に検討を行った。全国の小・中学校教員900名を対象にインタ
ーネットを介した調査が行われた。先行研究を踏まえ、教師の達成目標、教師の指導行動、教室の目標構造、バーンア
ウト、教師効力感の各尺度が作成・分析された。その結果、教室の熟達目標や関係目標は、児童・生徒に対する熟達志
向的な指導やピア・ラーニングを導き、効力感にもプラスの影響をもたらしていることが示された。以上より、児童の
動機づけを促進する教室環境のプログラム構築のための基礎的検討のための有益な示唆が得られた。

研究成果の概要（英文）：This study examined that the effect of teacher's achievement goals for teaching on
 instructional practices and teacher's self-efficacy. Nine-hundred teachers in Japanese elementary and jun
ior high school participated in the survey via internet. As a result of the factor analysis, teacher's ach
ievement goals had five factors; mastery, ability-approach, ability-avoidance, work avoidance goals for te
aching, and relational goals. Multiple regression analysis revealed that both teacher's mastery goal and r
elational goal effected positively on instructional approach to mastery, and focused on peer learning. Imp
lications for classroom practice of what teacher's goals and instructions would promote academic motivatio
n were discussed.
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１．研究開始当初の背景 

 今日、児童・生徒の学力テストや学習習熟

度に関する国内外の調査結果が注目され、わ

が国の児童・生徒の学習意欲の低下傾向は特

徴的であるという指摘がみられる（例えば 

市川, 2004）。教育心理学の観点から考えれば、

結果としての学力（学業成績）を見るだけで

はなく、それを成立させている学力に目を向

けるべきであり、学習動機づけの問題がとり

わけ重要になるといえる。 

 本研究では、児童・生徒の学習意欲を促す

ための環境要因に注目し、教師や教室環境が

児童・生徒の学習への関心や態度をどのよう

に形成しているのかについて、近年の主要な

動機づけ理論である達成目標理論（中谷 , 

2007）に基づいて概念化し、指導行動や教室

雰囲気、および教師の効力感やバーンアウト

などの結果変数に及ぼす影響を実証的に検

討する。 

 達成目標のなかでも、最近注目を集めてい

るものが社会的目標である（例えば中谷 , 

2007; Patrick et. al., 2011）。学習に対する教

師の目標だけでなく、社会的な目標志向性に

ついて教師がどう指導するかは、教室という

社会的状況において学習動機づけを促す指

導・支援を考える上で不可欠である。そこで、

学習関連の目標に加え、新たに児童・生徒と

の信頼関係を築こうとする目標である関係

目標（Butler, 2012）を概念化する 

 さらに、学びの形式についても、最近、単

なる一斉授業や個別の学習から、学びあいや

協働を重視した形式に焦点が移行しつつあ

る（例 秋田他, 2010; 中谷・伊藤, 2013）。

学びあいを心理学的に概念化したピア・ラー

ニングに関するこれまでの研究から、児童・

生徒の学びにおいて独自の意義をもつもの

であり、学習指導において効果的で重要な学

習形態であるといえる（Hmelo-Silver, C., 

Chinn, C., Chan, C. &  O'Donnell, A., 

2013）。そこで本研究では、ピア・ラーニン

グに関する教師の指導行動を新たに概念化

し、教師の達成目標および効力感との関連を

検討するものとする。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、教師のもつ達成目標について、

わが国の学校や教員に適した測定尺度とし

て概念化・尺度化し、わが国の小中学校教師

のもつ達成目標を測定する尺度を開発する。

その上で、教師の達成目標が学習指導へのア

プローチや有能感、効力感といった動機づけ

変数や教室の目標構造の形成にどのような

影響を及ぼしているのかを明らかにする。そ

れによって、児童・生徒の動機づけを促すた

めの学習支援の構築のための重要な示唆が

得られるものと考えられる。 

 仮説  

１．教師のもつ熟達目標は、児童・生徒に対

する熟達志向的な指導やピア・ラーニングの

指導、有能感や効力感などの動機づけ変数と

積極的な関連をもつであろう。 

２．一方、教師のもつ仕事回避目標は、熟達

志向の指導やピア・ラーニング指導とは負の

関連をもつであろう。 

３．教師のもつ関係目標は、熟達志向の指導

やピア・ラーニングに積極的な関連をもち、

さらに教室の熟達的な目標構造とも正の関

連をもつであろう。 

 

３．研究の方法 

調査協力者 全国の現職の小学校・中学校教

員 900 名であった。調査方法はインターネッ

ト調査会社のパネルを介して行われた。 

調査内容 先行研究を踏まえて、以下の尺度

が作成された。 

 



１）教師のもつ達成目標 熟達目標（5 項目）、

能力―接近目標（4 項目）、能力―回避目標（5

項目）、仕事―回避目標（4 項目）、および関

係目標（4 項目）の５つの目標志向性につい

て概念化し、Butler（2012）を基に新たに作

成した。 

２）教師の指導行動 ミッドグレイら

（Midgley et. al., 2000)を参考に、熟達志向

（4 項目）、成績志向（5 項目）、およびピア・

ラーニングへの指導（7 項目）を新たに作成

した。 

３）教師効力感 チャネ・モランとウォルフ

ックホイ（Tschannen-Morana, & Woolfolk 

Hoy, 2001）に基づいて 24 項目からなる尺度

を新たに作成した。 

４）教師のバーンアウト 高木・田中（2003）

による情緒的消耗感・達成後の後退の２下位

尺度、17 項目。 

５）教室の達成目標構造 大谷・中谷他

（2012）による熟達目標構造・遂行目標構造

の２下位尺度、計 10 項目。 

  

４．研究成果 

各尺度について、新たに作成された３つの

尺度については、因子分析およびα係数によ

る尺度構成を行い、おおむね問題ないもので

あると認められた。 

尺度間の相関係数を算出し、変数間の関係

がおよそ概念的に予想されるものであった

ことを確認し、その上で、教師のもつ達成目

標を独立変数、学習指導へのアプローチや効

力感を従属変数とした重回帰分析を行った

（Table 1～3 参照）。 

その結果、教室の熟達目標が、児童・生徒

に対する熟達志向的な指導やピアラーニン

グを導き、結果として自らの効力感にもプラ

スの影響をもたらしていることが示された。

一方、仕事回避目標をもつ教師は、熟達志向

の指導をせずピア・ラーニングにも消極的で

あることが明らかとなった。また、教室での

関係目標は、熟達志向の指導やピア・ラーニ

ングにも積極的な影響をもつことが示され、

教室における熟達目標的、あるいは関係目標

的環境が児童・生徒の学習動機づけを高める

上で重要であることが明らかにされた。 

 

Table 1 教師の達成目標が指導アプローチ

に与える影響 

教師の熟達目標 .23 *** .04

教師の能力接近目標 -.04 .10 **

教師の能力回避目標 .05 .32 ***

教師の仕事回避目標 -.12 *** .03

教師の関係目標 .26 *** -.02

R 2 .20 *** .16 ***

遂行アプローチ熟達アプローチ

 

Table 2 教師の達成目標がピア・ラーニン

グへの指導に与える影響 

教師の熟達目標 .17 *** .25 ***
教師の能力接近目標 -.02 .00
教師の能力回避目標 -.01 -.01
教師の仕事回避目標 -.12 ** -.04
教師の関係目標 .31 *** .33 ***

R 2 .21 *** .27 ***

ピア・ラーニングの方向づけピア・ラーニングの導入

 

Table 3 教師の達成目標がバーンアウトに

与える影響 

教師の熟達目標 -.08 * .26 ***
教師の能力接近目標 -.13 *** .11 **
教師の能力回避目標 .11 * -.05
教師の仕事回避目標 .36 *** -.22 ***
教師の関係目標 -.03 .16 ***

R 2 .18 *** .22 ***

情緒的消耗感 達成後の後退
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